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1961年7月現在嘉手納村人口動態表

49511州6

61†1　1，2鍋

4リ5二　　956

1．499

1　区

2　区

3　区

報広村約手嘉
た
！
小
で
あ
り
ま
．
⊥
瑚
状
′
ヒ

於
て
ほ
速
や
か
に
其
の
価
最
古
と
思
わ
れ
ま
す
が
沖
縦
に
於
て
途
を
た
ど
り
生
活
群
度
も
年
々
∵
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
∵
ィ
河
牙
才
う
り
苦
熱
雅
守

崇
す
謹
軍
隻
是
婆
の
帯
で
未
だ
に
莞
空
し
ま
し
た
の
で
政
府
人
手
の
で
各
位
の
纂
罠
。
■
9
・
不
聖
地
の
蓋
宗
忘
系
血
族
志
し
又
は
病
れ
に
よ
。
与
と
運
行
町
舶
舞

わ
れ
塵
す
が
・
本
村
と
し
て
は
処
餌
が
十
分
た
き
か
て
な
い
芸
塁
に
お
き
モ
て
も
件
活
よ
ろ
し
き
よ
晶
誓
い
御
齢
4
・
二
中
毒
の
敷
地
滋
（
官
か
か
。
そ
の
崇
に
多
額
策
。
鴨
㍗
分
か
ら
∴
蒜

一
圭
㍉
－
∵
了
三
㌧
∴
＋
÷
十
二
二
∴
二
∴
－
∵
∵
∵
‥
∴
∵
十

で
あ
り
ま
す
。
他
村
と
の
叢
▼
の
偏
砦
き
た
し
関
節
鎧
戸
禦
目
し
て
盾
。
勿
詭
村
賢
，
は
　
　
　
言
で
あ
り
ま
し
て
迷
次
解
決
孟
右
崇
曇
債
誓
斎
登
れ
が
実
朝
す
る
と
…

一
∵
∵
∴
■
∵
ニ
ー
了
∴
∴
二
㌧
㍉
十
㍉
■
∴
十
一
∵
工
∵
㍉
三
一
二
。
圭
圭
y
十

「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
　
　
）
．
－
．
二
二
二
：
「
一
㌧
〉
P
．
J
J
．
ロ
1
、
．
．
，
こ
；
ワ
＼
l
O
　
　
　
　
　
　
■
〔
例
え
は
）
　
　
　
封
節
税
春
▲

所
有
署
又
は
そ
の
配
偶
㌢
ザ
↓
葦
糾
問
狛
針
″
批
品
版
〟

し
と
m
心
三
成
。
与
8
本
削
岩
か
ら
敷
権
の
手
は
菅
阻
均
亨
ル
蒜
の
べ
エ
ア
ツ
叉
村
露
に
よ
っ
て
深
た
客
位
の
御
翳
を
御
柳
い
す
る
な
い
署
。

に
等
に
む
し
ろ
観
光
部
警
ペ
克
て
号
音
が
村
と
L
F
姦
し
庇
い
と
E
野
完
走
麓
の
補
償
（
望
）
一
次
讐
あ
り
与
。
　
㌔
所
生

㌍
∴
∴
二
十
二
工

な
与
え
る
最
も
遮
切
な
制
酸
だ
尻
り
ま
す
が
物
価
は
苦
情
の
一

泣
け
」
げ
ら
れ
た
重
要
釦
切
。
什
民
に
宏
仝
な
杓
い
件
清
感
度
の
齢
与
引
上
げ
が
な
さ
れ
て

蓑
悪
霊
l

日
コ
ザ
市
内
線
の
延
長
で

一
九
六
二
年
度
施
政
方
針
　
（
下
）

嘉
手
納
村
長
　
伊
礼
　
春
昌

勿
諭
区
長
の
活
動
を
促
す
と
共
て
も
粁
綾
な
人
々
に
幾
何
な
り

仁
科
扶
な
し
て
納
封
の
思
想
∴
■
と
も
慰
安
を
あ
た
え
る
た
め
基

杓
を
大
い
に
啓
措
L
以
て
其
の
の
福
祉
の
面
の
増
進
に
窄
め
麗

頂
黒
を
挙
げ
匿
い
所
存
で
あ
り
て
次
節
で
あ
。
ま
す
。

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
吹
に
職
員
の
精
過
の
関
脇
で

社
会
保
障
制
度
の
確
立
は
平
あ
り
ま
す
が
年
々
ベ
ー
ス
ア
ツ

ス
●
ヽノ青

口
を
定
例
区
長
八
を
今
月
か
ら
定
例
区
長
会
で
話
し
1
、
受
付
期
閏
は
∵
芋
∴
∵
■
射
程
軒
璧
綜
㍍
品
に
川
で
ノ

し
て
定
め
村
民
に
封
あ
わ
れ
た
舟
議
を
記
載
す
る
こ
▲
　
八
力
・
二
日
1
∴
九
・
二
年
て
あ
り
ま
す
。
H
申
L
i
i
J
・
I
‥
の
■
記

す
る
伝
達
事
現
や
村
‥
と
に
し
辛
し
た
。
先
ず
ー
番
目
■
　
小
月
一
日
盲
頼
り
を
隙
き
賊
に
つ
い
て
J
l
し
い
こ
と
は
侍

の
行
事
計
画
等
を
お
石
区
豪
の
執
務
要
綱
は
主
に
、
」
霹
＝
は
午
前
中
で
平
日
は
に
」
監
律
郎
仙
人
＝
宝
「
さ
い
。

絹
肌
∬
終
絹
最
瑠
朽
地
午
讐
宴
。
　
青
バ
ス
運
行
路
線
延

。
の
午
前
十
時
か
ら
米
合
国
が
賃
借
す
る
＝
‥
紺
錯
紺
錯
鮒
畏
富
に
つ
い
て

机
役
所
の
八
宗
等
　
土
地
の
稽
賃
前
払
申
2
・
田
、
賢
の
他
畏
餅
に
供
驚
コ
ザ
“
内
に
八
角
の
喜

隼
安
納
髭
毒
清
に
つ
い
て
　
　
す
る
走
を
齢
入
す
る
。
ス
が
書
芸
品
的
宕
酢

彗
要
鋸
の
■
壁
、
音
速
芸
で
は
若
衆
吊
か
3
・
罠
の
m
に
等
る
琴
拒
卜
も
琶
卜
人
き
き
7

米
妄
崇
僧
等
餞
等
ろ
土
地
の
貰
貴
い
二
品
人
文
は
建
生
す
る
　
■
ス
に
た
つ
て
苦
言
か
市
ハ

る
土
地
の
増
芸
土
牛
宗
罷
払
）
に
里
4
・
尻
桂
の
用
に
誓
軒
講
結
締
冒
…
鰭
絹

い
申
請
（
七
年
前
ろ
岬
語
を
琉
球
政
府
よ
り
の
姐
　
を
購
入
す
る
。

払
）
の
作
・
そ
れ
喜
妄
写
し
て
お
。
ま
す
の
一
5
、
特
別
の
講
が
あ
る
。
ら
れ
て
お
呈
す
。

誓
バ
ス
の
運
行
緒
言
払
い
を
申
菅
よ
う
と
す
h
3
・
慧
5
の
説
の
謡
の
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
巧
ハ
久
か

警
繁
す
る
声
量
用
地
謹
嵩
に
申
翼
欝
　
　
　
　
ら
．
人
品
賃
か
え
え
区
長

1
∵
ィ
、
所
有
者
父
は
そ
の
配
偶
サ
公
で
説
明
が
あ
り
ま
し
た
か
そ

区
長
も
実
現
を
希
望

本
村
で
は
毎
月
仁
の
エ
明
等
が
あ
り
ま
し
た
の
で
を
作
成
し
て
堤
糾
し
て
下
：

直
系
血
症
r
L
′
、
誉
二
耶
∵
一
汁
付
の
㌣
桁
　
　
　
　
　
　
　
　
を
き
．
二
．
早
急
に
平
現
さ
せ
る
中
、
H
J
．
け
∴
月
十
九
日
の
午

の
戌
繁
キ
澤
か
″
言
J
l
圧
l
一
句
二
で
三
に
つ
い
て
は
区
に
土
讃
で
あ
り
巧
ハ
三
三
実
珂
鱒
一
時
か
↑
㌫
号
可
の
会
議
室

′
l
ヱ
　
　
　
　
　
　
　
∵
在
非
実
現
し
て
も
ら
い
た
山
来
る
も
の
と
明
る
い
見
通
し
王
ネ
区
々
雲
呑
稗
田
体
長
等

二
、
高
石
′
か
皇
后
に
日
量
し
い
と
粁
毒
さ
れ
村
当
局
と
し
工
を
た
て
て
お
り
ま
す
。
　
　
㌣
　
新
宝
蒜
て
恕
読
会
を

た
堵
′
．

も
入
管
よ
い
こ
と
で
あ
る
の
で
■
尚
詔
副
さ
れ
て
い
る
」
‖
バ
ス
の
神
助
い
た
が
戸
函
‥
パ
ス
C
巧
だ
つ

．
川
爪
に
各
区
崇
村
虞
欠
講
只
の
缶
軋
利
内
迎
雪
－
ス
は
決
の
通
り
「
．
ス
と
し
三
㌔
し
て
い
る
ス

「
バ
ー
ラ
ン
ド
リ
ー
∴
臣
か
ら
若

手
納
小
粋
招
通
り
に
牛
徒
の
通

学
路
で
も
あ
り
．
ハ
ス
が
遮
る
と

モ
ス
等
の
飛
酢
で
小
供
連
の
保

祈
織
挫
折
か
ト
′
も
ま
ず
い
い
で

う
ー
ス
を
・
十
や
紗
に
1
て
に

て
い
と
い
う
黎
難
や
粁
町
竹
あ

．
場
合
は
現
在
で
も
交
通
末
が
多

言
号
持
∵
巨

打
父
は
節
理
の
画
か
■
只
体
酢
に

甘
警
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

暫
辞
が
あ
り
、
精
で
は
近
日
中

謹
　
　
た
そ
の
事
う
な
問
題
に
つ
い
て

．
こ
。
　
折
衝
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

画
区
が
定
例
清
掃
日

生
活
環
境
を
清
潔
に

し
よ
、
フ
と

本
村
閃
区
（
㍍
袋
正
助
区
長

C
で
は
定
例
消
そ
う
円
を
も
う

打
て
生
活
環
境
を
溝
轟
に
し
よ

結
ひ
付
け
て
他
の
鵡
業
も
考

え
ら
れ
る
の
平
た
い
か
と
思
料

さ
れ
道
路
排
水
の
格
叙
、
渡
英

知
沌
の
し
ゆ
ん
せ
り
、
衛
生
面

の
嘉
一
1
‥
等
、
村
体
隠
及
劉
箭
香

れ
公
に
析
力
し
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

雛
催
、
フ
ー
ル
等
の
建
設
、
尚

父
軒
悩
総
管
の
例
祭
を
毎
年
盛

大
に
拳
宿
し
全
軌
、
中
部
の
雛

托
余
訪
敦
及
他
箱
町
村
人
の
ピ

ク

ニ

ッ

ク

及

び

リ

ク

レ

ー

シ

ョ

ン
の
場
と
し
て
誘
致
し
た
い
の

で
あ
り
ま
す
。

〓
七
郎
顔
面
豆
申
す
ま
で
も

な
く
叩
用
地
料
が
多
ナ
‥
の
　
い
か

与
え
て
居
り
村
事
叉
の
大
野
分

を
ま
か
な
っ
て
吊
る
の
で
あ
り

ま
す
か
に
｛
小
が
鞍
と
し
〆
目
許

税
？
，
ヱ
一
使
命
什
‥
大
き
し
の
で

あ
り
ま
し
て
た
か
．
些
持
た
肛
謀

と
軋
調
な
針
肘
と
茄
も
琴
力
す

て
き
だ
と
田
心
っ
て
い
る
の
で
あ

り
ま
す
。

机
戌
に
七
つ
て
は
用
列
な
即
俳

と
引
学
的
評
価
を
モ
ッ
ト
ー
と

し
邦
の
適
■
虹
を
期
し
釣
収
に
当

っ
て
は
取
f
l
の
慧
命
な
努
力
は
‥

・
∵
㍉
∵
∵
字
十
十
二

ゴ
ヤ
ー
　
　
〃
　
　
六
〃
八
〃

妻
手
納
…
ヤ
悶
茄
〝
八
〃
‥

2
、
待
合
時
間
諾
短
紹
　
奴
死
空
の
耗
禦
≡
措
誘
い
要
は
呪
い
に
よ
っ
て
・
軋
大
き
キ
水
が
流
れ
て
い
る
た

（
例
え
ば
）
　
　
　
　
　
　
　
六
に
本
月
中
，
二
九
月
【
　
ト
ロ

幸
手
約
－
コ
ザ
附
の
場
合
十
分
）
授
h
L
た
け
れ
ば
い
け
ま
せ

野
国
縫
管
例
祭
盛
大
に
挙
行

九
月
三
〇
日
か
ら
二
日
間

本
村
で
は
毎
年
野
帽
総
管
の
■
第
一
日
日
（
九
月
三
J
R
）

三
一
六
年
十
月
渡
か
ら
扶
助
軋
め
ど
う
し
て
も
共
同
作
準
で
な

琵
錯
机
鍔
絹
張
柚
絹
絹
醐
軍
配

に
な
っ
て
い
る

す。

商
祭
を
盛
大
に
挙
行
し
て
お
り
ィ
、
軍
備
に
依
る
仮
琴
ハ
レ

㌻
す
が
今
年
も
九
月
吉
日
と
…
ド

十
月
一
日
の
二
日
問
に
一
日
ち
て

；
イ
サ
ー
コ
ソ
ク
ー
ル
や
東
■
臼

対
抗
の
大
網
引
等
盛
り
た
く
さ
m

2
、
野
田
総
管
例
祭
式
典

3
、
嘉
手
納
、
読
谷
地
区
エ

サ
ー
二
一
ソ
ク
ー
ル

m
ん
の
行
事
空
走
し
て
を
。
早
野
百
日

＝
く
も
村
当
局
や
望
全
で
は
そ
う
、
謂
礪
（
ミ
チ
ジ
ユ

餉
紺
錆
打
塁
∬
汀
摘
絹
相
調
摘
ク

萄
招
精
銅
絹
…
軒
綱
択
折
銅
多
芸
川

儀
宝
に
各
区
芸
や
警
関
係
r
労
力
が
い
り
与
が
村
で
は

君
、
商
工
会
等
約
二
l
名
の
万
古
村
民
の
御
協
力
で
こ
の
行
雄

㌃
を
集
め
て
話
し
合
い
を
持
つ
訂
ス
ム
ー
ス
に
孝
和
出
来
る
標

∴
㍉
㍉
ニ
∴
㍉

い
と
希
望
し
て

q
り
　
n
a
　
止
り
　
一
日
】
　
n
り
　
山
「
り
　
∩
入
U
 
n
U

馴
　
1
7
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5
　
1
q
椚
　
椚
帥
　
1
9
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絹
最
…
摘
…
窮
川
川
折
錯
紺
純
一
絹
柚
純
絹
紺
絹
範
紺
閉
経
銅
鍔
■
錮
璃
錯
腑
鮎
銅

ノ

　

■

．

＼

　

．

】

つ

■

．

ヽ

」

■

＼

h

h

「

′

　

■

－

．

」

　

り

一

二

t

r

．

）

．

1

・

，

．

▲

，

　

■

レ

∵

．

■

、

」

一

琵
翫
離
離
離
艶
騨
措
潮
描
…

於
い
て
公
警
蒜
き
臣
の
止
し
前
年
目
標
の
警
予
範
に
対
す
美
巾
な
茸
改
正
が
机
臓
掛
毒
突
的
賀
そ
の
他
■
学
芸
斧
に
読
書
た

讐
碧
童
主
鎧
竪
軌
を
し
た
の
で
あ
り
葺
香
呂
で
あ
。
葺
宗
爪
の
れ
誓
畑
…
恥
入
等
美
し
て
い
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
Ⅶ

を
し
た
の
で
あ
り
ま
す
予
算
郁
恵
に
つ
い
て
は
生
転
二
人
当
■
い
張
旅
怨
は
増
n
そ
町
佃
七
考
八
鵜
が
計
上
さ
れ
、
誓
サ
仁
幸
い
芹
か
ら
仰
礼
祉
入
寂
車

絹
…
詔
謂
鵠
錯
摘
録
醐
経
本
㍑
摘
二
十
二
口

刃
澤
詫
笑
言
責
芸
は
紅
に
窪
。
‥
㍑
窪
宗
田

二
卜
日
日
に
恒
余
地
　
　
　
　
　
窮
▼
や
へ
月
－
九
八
分
の
り
．
ハ
ツ

ソ
吊
り
ン
■
∬
描
絹
詔
錆
等
憎
困
牒
諸
に
援
助
㍍
用
絹
調
川
鵠
招
請
帖
錯
錯
銅
∬

■
担
昼
喜
八
登
城
琵
笠
力
と
姦
葬
が
あ
り
■
÷
小
児
麻
ヒ
か
ら
の
諸
摘
錮
絹
招
持
崩
招
㍑
錮
㍑
用
賀
職
場
の
ち
。
か
ご
頂
敬
重
斉
に
か
た
ず

一
九
六
二
年
度
教
昏
予
算
に
つ
い
て
紺
絹
㌍
…
鰻
絹
棋
絹
m
∬
最
望
′
．
．
…
ト
／
こ
の
子
陣
旺
射
は
壷
な
わ
巨
旨
萱
∃
‥
受
b
盲
で
は
あ
。
か
た
や
あ
り
琵
招
純
絹
紺
㍑

Ⅵ
取
点
間
で
は
あ
り
が
た
や
あ
り

来
る
‖
「
さ
だ
っ
た
。
・
と
E
心
う
の

か
た
や
が
続
い
た
こ
と
が
あ
る
は
ホ
ト
ケ
丈
だ
っ
た
か
も
し
れ

が
く
と
し
て
い
る
折
本
村
役
所
‖
り
は
り
く
人
口
術
尺
が
想
像
川

甥
鼎
酢
黒
酢
酢
搬
皿
騨
甘
葦
朋
堅
′
緩
㌃
つ
く
招
律
詩
礼
式
緋
胴
憤
激
路
用
将
津
川
閥
…
紹
紺
紺
描
…

吉
日
∵
言
∴
㍉
・
日
．
‥
ま
．
鳥
目
．
　
持
帰
…
昌
謹
…
悠
㌦
廿
日
‥
結
い

n
∴
ま
す
。
郎
r
n
爪
の
見
｝
ん
水
損
臣
節
で
は
教
習
行
政
粥
が
郎
1
、
損
鋒
届
は
、
子
供
が
生
れ
■
以
外
）

熱
帯
区
の
進
ソ
止
製
前
払
酢
は
一
年
度
と
約
日
微
で
あ
り
ま
す
が
た
口
か
ら
十
四
円
内
に
、
必
ず
▲
て
蝦
姻
届
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

あ
り
ま
す
。
削
れ
翫
江
で
に
か
　
弗
∬
∴
柚
か
一
．
弗
に
改
正
さ
下
さ
い
。

竹
杏
仁
会
で
決
定
き
る
の
で
あ
あ
り
ま
す
。
又
粥
妨
局
に
邦
訳
ら
H
け
て
下
さ
い
（
漢
字
の
翠
一
、
届
省
の
捉
机
独

り
ま
す
。
政
府
助
一
言
額
で
あ
る
を
二
人
新
採
用
し
た
こ
と
で
あ
呑
）

▼

…
評
い
招
待
招
…
露
錯
緑
締
結
鰻
絹
机
錯
絹
㌘
届
窮
紺
精
銅
塁
。

三
上
圭
三
二
立
上
工
二
王
二
幸
十
二
㌢
㍉
こ
．
■

は
な
し
の
で
あ
り
ま
す
。
　
あ
る
衝
は
九
二
⊥
ハ
⊥
毎
で
政
1
、
戸
籍
に
関
す
る
色
々
の
手
き
い
。
（
但
し
用

才
人
に
つ
い
て
和
1
1
け
ま
す
■
■
府
柵
此
金
の
九
八
知
を
ト
ロ
め
澱
練
は
村
堆
所
の
戸
簡
係
り
に
中
敷
料
金
と
し
て
八

な
酢
か
ら
蒜
警
あ
り
・
担
衡
1
政
府
魚
坤
は
教
員
紆
与
と
移
‥
こ
れ
だ
け
は
是
非
知
っ
て

て
悟
り
ま
す
、
こ
か
に
即
敵
互
が
敢
桁
縮
か
で
あ
り
そ
の
内
今

互
に
、
相
↑
の
宝
と
い
わ
れ
、
一
子
供
た
ち
■
知
識
や
抒
術
が
、
区
に
も
ち
か

気
心
が
あ
が
幸
福
に
な
る
よ
う
に
」
と
い
■
え
ら
れ
て
・
他
の
、
グ
ル
ー
プ

参
考
に
零
墨
で
根
辞
に
審
埠
カ
ら
六
－
名
で
八
㌢
八
警
品
は
前
年
度
の
約
二
・
品
の
ー

を
諏
わ
蕃
訳
さ
れ
た
の
か
T
聖
射
1
し
て
き
り
ま
す
。
封
児
匝
二
三
二
弗
を
計
上
し
た
の
で
■

の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
D
本
年
の
入
園
料
が
年
■
人
一
卯
、
併
あ
り
ま
す
が
、
然
し
な
が
ら
、
m

鮭
に
於
い
て
等
す
べ
き
の
ほ
手
か
力
一
人
月
■
即
で
■
九
せ
こ
の
軌
も
学
校
か
ら
の
要
求
釘

・
従
来
切
暫
宗
て
い
た
幼
竺
計
副
⊥
毅
起
草
八
二
卯
杜
に
は
末
だ
達
し
て
な
い
仁
で
あ

圃
芸
を
芋
蔓
に
新
宗
軒
竪
三
■
右
裾
を
そ
整
ト
音
P
学
校
節
食
仲
人
も
一
一

日
を
設
け
織
込
ま
れ
宗
で
あ
■
圭
か
J
L
で
あ
り
ま
す
。
　
釘
の
吋
貝
を
な
し
両
小
学
杉
に
▲

。
ま
す
。
こ
れ
は
委
員
会
に
於
キ
野
合
が
新
し
く
軒
少
し
を
田
来
年
四
月
か
ら
ほ
豊
・
に
“

て
は
従
来
か
ら
幼
児
教
育
の
必
わ
け
今
年
肝
村
予
算
－
。
於
て
ポ
■
も
一
人
増
員
予
定
の
予
算
計
上

贅
は
監
て
い
た
の
芸
。
ま
▼
宗
八
才
と
与
各
を
封
J
菅
て
尻
。
ま
す
。
鰐
繁
は
■

摘
録
…
紺
錯
揖
∬
銅
錯
難
詰
鴇
摘
鍔
詐
錮
銅
一

。
葺
笠
回
は
鼠
か
宗
は
宝
に
蓋
詭
紺
捕
縄
㌍
組

掛
を
附
し
え
な
か
っ
た
の
で
あ
打
け
で
あ
り
三
㌔

誓
門
錆
悶
絶
招
溌
招
絹
張
絹
調
…
門
紺
粥
川
…

に
押
切
り
今
鞍
の
幼
児
繁
か
御
謎
に
警
た
し
決
警
告
て
い
た
か
ら
で
あ
り
与
ェ

大
き
く
腑
指
さ
れ
る
わ
け
で
き
り
ま
す
。
拾
余
分
抑
金
目
P
T
簡
虹
括
副
費
は
七
二
日
J
h
弗
で
■

り
ま
す
。
紆
軒
の
乱
右
も
き
り
√
か
伸
で
ポ
」
h
九
八
朴
が
㌫
」
さ
れ
は
大
部
分
学
校
給
食
禦
で

ま
す
の
で
才
人
才
畔
の
守
男
の
さ
れ
て
居
り
ま
す
り
以
」
か
公
あ
り
そ
の
内
政
府
恥
助
は
作
か

小
嶋
を
申
し
⊥
け
m
い
と
E
化
し
■
甜
酢
に
P
T
A
雫
田
椎
こ
い
負
に
二
c
c
弗
程
度
で
あ
り
ま

ま
す
。
　
　
　
　
　
■
打
で
総
？
界
の
一
六
パ
ー
セ
ン
チ
。
址
熊
野
は
八
教
女
声
二
九

松
子
罪
l
こ
於
い
て
勘
年
撞
J
り
了
で
あ
り
ま
す
。
粍
り
1
匹
パ
千
八
八
弗
を
計
上
し
て
あ
り
ま

l
吏
（
（
丸
印
の
闘
将
に
な
ユ
ー
セ
ン
ト
（
九
二
、
九
1
・
九
狙
す
が
そ
の
内
教
市
税
に
よ
る
n

∵
三
÷
十
字
∴
言
∵
三
三
二
幸

∴
持
上
日
工
∵
∵
轟
∴
工
∵
∵
ト
∴
∴
㍉
㌦
主
∵
㍗
∬
宰
謹

富
岳
た
の
は
一
八
一
二
名
で
■
で
年
間
地
対
と
八
ヶ
年
前
払
い
■
　
　
　
　
　
　
　
　
蕗
の
悩
み
だ
っ
た
無
婚
適
令
壁
こ
と
…

名
の
小
供
淫
卜
沃
野
希
で
に
一
九
六
二
年
腹
分
の
軍
川
し
た
が
旧
盆
に
間
に
合
せ
て
の
最
近
で
は
オ
ノ
デ
タ
ヤ
、
オ
メ
㌻
し
い
努
力
と
作
戦
が
続
け
ら

那
須
㍍
㌍
T
「
日
日
に
恒
余
地
　
　
等
八
月
－
差
分
の
。
・
ハ
ツ
完
芸
事
」
と
芸
。
耶
た
い
三
を
踪
郡
の
必

の
も
の
と
あ
っ
て
大
業
二
年
度
分
軍
用
地
ケ
拘
控
盲
し
で
■
メ
リ
ケ
ン
粉
や
譲
っ
て
苧
妄
言
記
貰
嘗
せ
ん
。
そ
れ
に
し

田
壷
蕉
工
科
支
払
う
　
㌍
∬
端
緒
縄
第
㍍
帥
鴇
抽
択
招
M
純
絹
絹
紺
謂

㍗
言
㌦
言
Ⅷ
空
言
轟
持
塁
巨
皇
㌦
持
上
㍉
∴
工
持
‥
．
∬
揮

l
ソ
ん
」
や
；
一
～
一
－
斤
－
．
．
「
。
」
え
∴
1
　
．
．
J
一
．
．
一
一
　
　
。
．
．
≠
に
．
1
．
．
．
「
．
．
．
．
■
ブ
．
．
1
．
一
l
′
．
一
∴
」
烏
－
一
．
．
j
一
尤
、
：
し
「
■
げ
た
い
こ
と
は
、
区
の
P
T
A

此
た
軒
の
羞
と
共
に
誠
に
村
か
妾
た
人
々
か
菅
讐
完
存
じ
の
軍
子
供
は
国
釘
ブ
ル
・
プ
崇
学
び
取
っ
た
発
会
・
更
会
な
ど
の
組
織

う
で
あ
り
ま
す
が
、
サ
歓
声
二
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
足
く
た
め
に
、
大
朝
な
こ
と
だ
と
一
な
印
、
挽
、
ま
こ
と
に
は
は
え
■
づ
く
り
へ
前
進
し
て
行
く
も
の

三
一
嬰
そ
の
内
三
八
∴
了
か
け
十
毒
・
全
く
の
禁
ら
思
い
与
。
　
　
　
盲
し
い
光
学
は
あ
り
与
。
と
や
え
ま
す
。

∴
圭
∴
一
二
　
十
十
一
二
二
∴
∵
∵
＋
工
十

二
r
七
一
弗
で
、
こ
の
鎖
の
芥
慾
と
、
た
ゆ
主
仏
い
努
力
と
で
は
、
㌣
年
の
大
計
は
先
ず
救
軍
か
な
材
料
な
活
か
し
、
ご
く
一

曽
政
府
讐
讐
整
纂
・
聖
の
号
蒜
等
吏
か
ら
と
い
う
こ
と
で
、
学
芸
告
に
工
夫
さ
れ
た
料
宗
門
彊
競
漕
掌
れ
て
く
る

圭
∵
工
∵
圭
㍉
∵
∵
∵
∴
」
－
三
言
圭
一
二
二
十
字
工

f
け
ま
し
た
が
、
本
草
仁
の
速
に
当
然
の
巨
と
し
て
、
取
か
組
讐
れ
、
芝
末
端
組
槙
括
改
苦
及
貝
の
方
の
懸
命
の
ぐ
平
和
な
村
を
つ
く
。
あ
げ

学
校
教
育
は
村
当
日
を
始
め
村
在
の
よ
う
な
区
制
に
落
ち
つ
き
▲
と
し
て
の
教
市
隣
組
が
つ
く
ら
■
御
指
濱
の
も
と
で
・
新
し
い

紆
土
谷
区
長
の
御
協
力
と
村
民
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
打
て
、
家
庭
学
習
や
、
校
外
祈
活
の
方
向
と
い
う
も
の
に
つ

諸
開
塁
絹
招
鴇
用
錯
鍔
錯
㌶
露
沼
紺
摘
摘
謂
霊
絹
招
珊
薄

ザ‾萌‾盲‾盲

の
だ
と
思
い
ま
す
。

か
ら
区
民
、
特
に
男
子
、

の
方
々
に
お
願
い
申
し
上

と
薪
も
際
－
附
堪
れ
芭
宗
亘
り
∵
パ
ー
セ
ン
ト
約
六
「
√
一
し
け
て
下
さ
い
。

推
教
滑
の
軒
に
餅
㌣
す
る
こ
と
吾
祉
災
だ
け
。
そ
の
一
つ
の
占
・

汀
知
っ
て

す）

塁
純
絹
摘
鍼
難
扶
持
謹
紺
髄
”
絹
鮎
欝
招
…
㍑

に
対
し
て
絶
え
ず
関
心
を
も
つ

そ
覿
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ

て
来
ま
し
た
。
本
村
で
も
今
、
要
さ
れ
て
、
ゆ
く
は
、
区
打
道
の
御
推
助
も
お
厭
い
し

と
こ
ろ
四
区
、
芥
区
、
九
区
■
や
、
村
全
体
の
生
活
改
善
が
な
▼
u
㌢
l
f
、
L
r
．
■
F
．
ト
二
．
こ
ゝ

シ　ーr　っ信


